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)] q1旬iこむLCrrn) m1題研究会全発足させ，実態二JLら山市l)fl立’ rj）も（.l)(')l:)f冗i二’パ、- ＇よレサ」ごにと＇.＇）匂，，
ところが，親方の側に，主主頭（出入i,)',J去を開始した。てJ土i支1をj引したいη
での’；）千I占行（／〉直践のm考古〉ぴJr~ がi を：月給に己女めるq, ；！以上Jl'2Jfi (nil で J巴持；＼ルit 企）：；~むLt 心；二；；主ザー〆' ' ）、、
また巨額の労ことによっ －：抱込みをは治、ったり，<mv＇）重点企業（ ;Jr,:,¥、itJ也［（；を選して L、 MJ11：ニ
働力企の賃{i;,rJ）ピンハ下を行なうなどの行為があっそこごしり経「j~ をふまんでi式検問Jにそれ士七施L、
主要分子が 2人逮捕されている。たというので，それを企l叫に推し広めるというか式をと》ぃ‘F 戸 f/•_ ＇，‘ 
;] Jl ！日iiに労働組ft-準備会カ‘正式に代夫会議を間そ二戸、1G1也［互におけるr¥ilよf,J;止ない主す二、v 戸 i ー，' ＇‘、与〉つ
包工大阪の廃止を当面の中心工作とするこL、て，しTi'!二方式；二’川、てみておこう t
かつての研究会の基礎の上に実施のとに決定し，そうしたモデルJ也［くの A , ）であ J 》fl日：iう炭鉱ι司
委民会の工作には次のf二y、の委只会を組織したっ
バ ）iこi'.tl工J.t!二レワ（上ftd タとJL;i A と＇f- •1,lllii！の1-1-' 







でいる。 6)J 22日には最初の生産合作社 f続々を俳










J;lf1 I 1では 7月l↓l旬には接管（とヤう日葉が使われてい



















7 、・＇・ブーし I戸 '~ !・-、ι、J 0,) 二 I fふ 〈） J一。
この鉱山内一日記；｜ベ；であらf万1110；信；Jf!f心主主i万llS;,

















~などにおL 、て担頭制廃止を宜子； J ると同時に， は把頭にならって処置する（／16)0 
新しい労働組織の長任者を選liJi－るりこれと ｛，」） 次に，把頭指l]J廃止とならんで反升建闘争のいま
せて控訴大会を問き， J巴頭の非業を暴いてその処 －－－）の焦点であ－，たのが，把持制度の廃止である。
罰を人民法院に要求するはI4 , c これも煤鉱工会の全国代表会議とほぼI寺を同じく
さて， この上うに Lて， A部のモデソL地区で；t
経！？会en蓄h'tが行なわれて L、たのであるが、 その他
の地｜〉くでは， 把R制ブ〕廃止はほとんど進！廷してい
なかった。 l<J:iO午 IJl ＇.？＇.？日から三月 21まで北）；t
で問かれた「全国煤鉱工会代表会議 iにおいて，把
頭巾！のt1rH時／；：＇E1！二； r則被l二提起される（！！古式的にi土こ
の工代会話はヲ人民政）内；こ r,',1かJ て応止を ~ci(L ，これ

















し、事務に携わ JJ ごじり， 了＇.f能力と枝術ヤ支均に
／ノヤ亡の知i設を有するす；－：士号 凶悪大；／＼＇~干を i't、；二 iよ
りいて処百寸るi王カ hi土、 ム母引ニ Ht半I］と労働者に~；j







































































































である乃、ら「l',J;&;ittr.＼、。しか L' Jえも平く解放3 B名がかつての把頭であり， また鉱長以下八つの
れた司ιlヒや，')i北の訪山市がこれに民「る EL‘うの ／］支（部門の宇i称）の：18；＼＇，の幹部 14120名がかつて把頭，
i上い J ' 7づ、どう：、らととなのかふ 監T （把頭の下の現場監督〉〉または領事（把頭の下
その）原田に／） 1,、ごはフ わす＝かに， -ft¥；の仁作従 の・jq＇.；＿；・会計担＇＇ 1者フ〉であ〉たというっそして，
’H背が把t:;/jl ！立！怠除を軽視しているとか， あるL、 大組長の下には 3名の小長組l'.1名の書記がし、る
;t一~i＼の市， I；で； t H建的ナd巴持；Jj:度はすでに存在 が、生産に従事するのは小組長，それも一部のす（・
L tc 1旬、と考えら｝ L・(＇.、る‘ぷどとい＇＇ t.：指摘がな が勤あの半分をそれにあてるだけで，生産にほと
,': h C ＇.、るにとど主心 σ 主た、てf1'上川欠点どし んど従事しなLリト組長も L、た（;fil，；長股i毛ー隊l＜一
て次の訪｝，＇J
強j白命令主j定、 将う部元l；タ；｛動二rtの干IJ'.S:にJ争〉て主！）「必，L、 大綿長は［首定した賃今金のほかに r，兄3実に応じた手ゐ当
士C、：h ，よ仁い二ど，工；宝士会と巨Jh軍：：，~11] ど♂〉不ti品3可， を支給され， そのうえ， 「大組長単位の集団請負
不同市古（ことに]'JijT,の行会思怒と追加で表， iせれ・，／）命，；－， rMIを利用して、 労働昔の犠牲においてさまざま
主主l:'P.'f:市川引など p し点、しτ 二（可）工うな
h、F見｜川に上｝て；士， 先の疑nlit角＇~liう I♂ f仁いでjわ7, 入；tかつてσ）把頭；こ比してけつしてそyなくなし、と
うC 上り Hit；／ドJ「.i. す3‘ f)1J に工／，てその），~（閃を究明－｝ L、jず）,TLている。 Lカミも、賃金の支給，食糧の購入，
え，：，必要がr勺ると思われる jを1ドと宿舎の「按排J, 工只の購入，賃余の ，W定
1CJ:io午：1月三11 c.1> i》人民 ~I ＃’fH;1 1：彼 i，で、解放 f形／（1下jには集同，i-l;iiこ上る「民U 評定ということに
徒：l年を経l直した窄北炭鉱管理J≫Hri;i"rlマゴ） 6大鉱 な戸。てL、ても，実際には大総長のi干定がものをいっfこ）
「主の つである間以＼S］日炭鉱に依然として把頭取j ｛（ ど、いずれも大組長の手を経て行なわれており，
が形を変えて作て1>1－ること J小指摘主 ILたと！？， 、！？ 加 7るに大組長は労働力を調達し， また労働者マ）
の拡r;{f)_i；務q，）京H:1，・ャ労働組（＼＇Jベ市：1＼たむにと 解ぜ権ずら有していた。宅きするにこうした｝，＇，： でも
って l，‘ ぞれは支ず》たく予期 L人、いでき守iであっ 実態 l土抱頭制とほとんど変わりなかったのであ
た九しい この仰i丘：Iた 1ピム；二IYJf-!f:-JITtiしl)i¥',0'& 石ι ところが，生産が大組長に依存していたどけ
づ｜さ，窄－ll/J'~il.1；背理；注目は~北出鉱工会聯合会と でなく，驚くべきことにはここでは党と労働組合
協同して1主主怖を侃織しー防炭鉱へ派泣した（了人民 までもが大組長を基礎にして築かれてL、たとい
日報I前日三の暴長：，； _¥- ＇かけて i'1.(if，が行なわれノろなど うο 第4鉱の党員は＇.l70余名（lr解放区からきた幹部
どl，、行川一上r＂.とんど i':if刊のわ、二三である）〉『人民円 全：とれよ）で，労働者，職員総数の約 10%を占める
~ii j 'f氏｝：で H月九九 4 に－~れたところに上るど，その が，；－，7名の大組長中 1:1名が党Hであ.) t：こ。また労
サミ＠：土i欠（l'I；ごとくであ.，た f!FJ純ti'の小組長（末崎の単位）を大組長が兼任すら
「呂京鉱にLL、て：t司 fこしかに把頭と道、うグIf,J;(t J芯；＇；－が少なくなか. ＞たとされているげ11210
なくな.' C ＼、fこし‘ 主た過去に ・(¥i＼の大把頭： t処 防 lk鉱務局.；－s上び＼:Z：党委員会はこの問題に J 山、
jJさわど いf二）しノ小 Lti:Ii(ji工、 名的、企変え大組長 てi宗主iJな険ふIを行なず〉たの丸、次のような対策を
と L 、ぅ γI で， ：，法的に科i 持、~； ;j lて～、fて。 j二ξえi-:, う九出した（先述した検査約派遣のほか，中Jl1L1西省















に主ミイ単うVJ）♂）（｝） t・） 人民法廷に委ねらほか， 労働級
九民主管JI日2さは会（てゆw1mZ'l~会〉の改 i宣・整
l民把i}j'i/Ji」'rJ）党日；て千E支部委員または支庁！；委H
とh ，て， ' Jム／~の職権♂） .時停止などを行Ii-. ，て















に廃止されたものとみな L, '._, たがって‘、まやf巴
頭は i手たるほ1i~労働1tにすぎず， ノ上1；ト／）f反興，琵





















破イるためには， 作業；ii') 負司法にかわる新しいit~ ，主
体fhilをt龍之Lたければな t,t1-V、が， それには企業
側による生産機構小完ゴでな掌握が｜前提さjLなけれ
ばな，・） If_＇.、0 ,l:こんが， 外部から送り込主れ／こ，
Lカeι工業生産指導び）~，t験をもたない幹部にど－：，
てit，それは容易なことではなし、であろう。まし











































































































































































（注 1〕 John羽T. Lewis，“Political Aspects of 
Mobility in China’s Urban Development，＇’ Ameri-






























（注12〕 『人民円報』， 1950年3月21日および 3月25
口。




































純内部IrJ fij+比＇，＇〕与 j応；.t' よ：YiU主ふどに J 八、て初歩的な理解を労働者に得
あわせて党の基本的
政策につL、ての説明が行なわれたけl2 / 0 
解放後のq1J七の労働f'r!f;女子［の最初の課題が，
させることに主眼がおかれ，と＼、；） Iミゐをえな L、であんご）i む7;／，：と j)二と；上、
な／uc, 労（f,)1庁士はじわと寸る多数の都市住民か、
みかの期？？を＼、／ '-, C解欣 ！） I lを迎えた二と：Eで汗
ずか人の政権tこJ 八、ての故少＼)z必要な ι知識を労｛弱Jit Lよ勺と＼、う，／ Iで； tt；十 J たどそう Lt二郎1寺；:t'
実に象徴的{1＇に与えることであ〆〉たというのは，ただれに中共；二社すぐ〉日恒的な乞持をJ:1（まするも
都市が解放されたとな忌：！宋をιってし、るう実際，v'Jマで：.t t; /) h一、／二＂
きそこに見し、／1＇，されたのは階級的 ri覚を有する先LJ I id,} 10J{i完封階級；土‘ J[ilf(;( I W,1i JJ 力｜「）ィ.：， i二、
三と l二東，＼［（こ進i’hな労働Ti＇（どかりでは ！，か. ，た。IFl!l 1:ツJ'.r功行W,'il(r j」l,n'1 l頭；こ1¥ltlLI：上う tこ
L、j川｝〉る :iE統純；2て｜（巨JJ(jl{J(fが正統の才.Jし、ごit, 年令もそのi三I'Ifとr;Ji主；二｜人数が比較的少!cく、
多数ν＇）労｛動 Itがjf/,(Jj'.fであごyとする怠｛能）かねi強く、主化水準七比較的（）しいぜ /,).I ,・,; t j乙llJ !:~1fJ 7'f < , 
:E_・ 勺Lfこ｝、1i世にとらわれて 1ぜ、たといわれる、ii3 , 持1r:1サflしi三i:i'誌と J.j(cl1;(J'(（弁；日HJz,1〕I二i白山 1／とにふ














よる被l~ を：JI として口H充観念j iこ間決し
後にもたお大半の1号が！弓民党のj反対を望み
・t・: rっそ ま乙 yモー r,c i主： 土 、主、 I 、
, ' ；：，」！い＇／~＇g｛「，rr を： h,.l ）せも. ＇ご Lた ι そ♂げこ，，Ji
j' , ) ／二~， ii Il ti：主のlfj:酔；二A仏、 I),















付料金浪費することによ＇） .ご民主政をi主／ν／ピり，/dlらを組織し、, ) '.} }, 
解放後の労働宮




九，一ラ作ft斗ITJitLt.こと，，，う＇ ii4 I。([:nt士会♂）tl-1；与一階級よ：「》 L,:h 
そのriY:.lf
命1宝が／：いか J yてし、た3 - - 1-【＿ I」








Jハ7;. ) , 
職員1p,7il; It Iらf!ilit ,r> 1 ¥ ,Itの労（動古fi'f；ニl!十l；上下｝］；士、
；こ所加3することを告白した者が 1412名の多数にの.-:'.JU支（事/r_いし T(fc')/l引用j品mをi白l味。ずど》二，Jつiこし




化するわけにはU、かなし、が，FしんJ ' '.  主昨》 i ！・－べ
そしてまたilJ家内［主人公 I(I t 






















































































うでな L、苦（土 J支i村正）干し（i号を七と ），、きであるとし、
う三とになり、政治教育；主大きく後退したc
ノピ下:i，士主化，＇／：百 l （三として凶Jli-






J:.冷 Ciよi）｛νつような発Jil妊過をたどザ』, ，ヘ l L、1『 c:_バ t示、
一子 、戸 、， L ゴ、V 乞） '" 
［中i正Jc！）労働者r0) 内ねfl.：次のとおり Cあノ〉た。解放u[後主－j'；千公f；企主および比較的大規模な
一般t二；全労働吉の GO～以内p文fiおよび＇ i'cえ；古；土，;fl：／＼企宅iこ.：；，いて司工作tlと労i桜jri－代衣育会議が，
そωため労働百一大衆の文化水準の1i',J上犬J i一日、メc:. I iいノ d 0 「LA;;!!U＇を.l.とする各労（動背ゴ〉余Hド：：；：利mして
が労働高山政th;J<:ijf:むよ；；：技術水準1，，］上の前提とt'lJ }j；むこ上 Jて有J）かがjな労働J布教子Tを行ない，
fl下のところ各f也の労i動音大衆は，初歩的ーザ’R Jλ ＜Ju  〉て i:c]民党＇，＼｛i;O）ラ）＇｛'1¥ry/lへの｝,8¥".;:i 1;: ：王:~)L i二上
生産ががLi立にのり始めてtnitN，時宗教Yt8と紅て，!,iJIτケに［主人公」としての 1"Jt合初J-｝，的l＇、拭しヲ










を七方（ ／.~力式と j· る ）（ Hi,慢な：）：）：；jJ¥rfi！りを)j毛
そこで（土ペコペコ系統的ふ政治教育沿：ur;われ








ある程度の丈化会教if普通預Eiを，r,t置するほか、rti 1支がiぺ〉J ;:,m子］三」 （これ；t：王百十二1;1_)i二主v；，、て‘










































































































































































































1 o.:a 21/i，リ77ゴ，10:l、4'.lHir:L' 
c :t'ilr i 11害森 l
（江） か..，二件Jは:i2'i~Lm Jll{L 社会ひ、さつ J ) さfjijfiし，・le i-山，｝，jJ1；こふみこます三
附~＆全；i'l 減し，大［，.］
I・ニj庄L：という ）；if史的任務をプ己成すふことが I］能に




































































































































































































;-, E沢東思想、がそれ！~ -~ ＇，、九ニとは，ほとんど
¥,f＂、しつ余地がないように忠 j九れる。
〔＿J1）「t,Uf：加強ii.; i人（：＇，＜ iうr/・¥{Iな（『人民 LI
羽目』， 194911 3 fl31 i）。
（注 2〕 たとえば東北鉄道労働者の場合， 「中凶労
働運動の新しい：助i,J (1t1凶研究所所内資料）， 31べー
レ〆。
（；円 3) 「中凶労働運Ji, i子！.' 1: /: I, 15べ－ ；；以
T Jげ働者と職員，職.ft' 九 f I. 1:"; )J'c, rte‘絞， F級
可1:・よって意識に相j｝プハわうこと itヲ 「東北局！苅j冷
ええ＇ （，菜中職員問題決定（］似宗：i8 ; l日〕J（「中国
人！又：＋r：放軍入域政策』， tパ.＇： 1,"r, E,-1リ＇Ii）。
〔i.414〕 『fl'(米』， ；／i2 .'{t第 9JVJ(i'ii住版）. 20べー
、4・
3〆。
（注 5) 「L¥1μ；＼労働運動の新しいfj}1,J, 19べージ以
ド。
（注6〕 新彦「i審l弘職工怠lJ羽Nil縦士仕紹介」（『中川人
l i: #i( ':1，軍入域政策』〉。
D7) 主H稿「中岡山、広Ii:') ': H ¥0 ・，都市へのヱf.
,.') E立－－－~移行について J (I •' / ,-I( :,LL lり68年5月号〕，






iU, %i 'li ,'51ん 1950年〉参照。




( /J:11) 『職工教育参考資料」（天体教育社， 1951年
? ）。
(iU2) 『戦ヱ教育参考資料』。
(il:Ll) この会議については 1:•1nr-r 「 n己 ：／：‘次全喜重
工作 t,:(f C，ぷj，馬会（倫「関於第ム次全同工g;-￥＇，育会議
l'J y:{ t jぺ亡参照。『新華月報J(1950,111 J ；；および







(iU7) r新華月報』， 1951年 lJJo








u21) 『持rt!"国資料集成；む（＼ 2 :u ( lヰ；q際研究
,・1, !i/!-f!rn川）。











































大 倉 真 降 線
以）（） n ¥ 1600 
ラテン・アメリ力の租税制度（1[)
（メキシコ縦）







税・ 4守）JIJ'i.Vi .執行お j、οfjッi ［＞その（tJjぷ税制
度一連n;nu悦・連邦印紙税・売上税・ ・J;；｛、税・不
動産税・ l立花畑続税・ィ：1u1主.ft,転税
じ〉総J,r HlN＇.和j疫の沿J(. 店if見に｜認するお法！：〈ワ規
定・ m税制度の概要・税務行政・狙税収入の総！え
[>J芳純H制！え一緒論・出！j税義務者・課税！？［向・事業
所得・人的労務所得・資本所得・課税所得の算定・
税額の算定・特別措段・企業課税における特別な問
題・非居住者課税・執行むよび手続じ〉その他の害者税
制度 取引，i'S税・連邦印私税・土地家展税・ィ、動産
移転事c• jili I＼消費税等・おL；よιt
アジア経済出版会発売
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